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書
店
営
業
雑
感
そ
の
２「
大
阪
か
ら
の
文
化
創
造
」

新
刊
予
定
本
の
紹
介

新春に寄せて

新春に寄せて

ＯＭＵＰが発足して、２度目の新
年を迎えました。常務理事の足立
泰二氏に、今年の抱負を語ってい
ただきました。

　新年、明けましておめでとうご
ざいます。皆様には希望に満ちた
新年をお迎えになりましたでしょ
うか。
　ところで、昨年は日本国中の国
公私立大学を問わず、「トップ３
０」、「COE」で大いに揺れた一年
でした。その結果はどうだったの
でしょう。喜悲こもごもというべ
きかもしれません。
　そもそも大学は研究・教育の2大
機能のほかに、もう一つの忘れて
はならない啓蒙という機能を持つ
といわれています。その意味では
時代変遷はあろうとも「知の中枢」
であることは論を待たないところ
であります。従ってその大学にあ
って、出版は「知的創造活動」の
中核にあるはずであります。その
出版活動は上記の３機能に従って、
学術書、教科書、教養書を出版す
る役割を持つべきであります。こ
こではそれら書籍の種類を定義す
るなどという野暮なことを言うつ
もりもありません。
　さて、昨今の大学出版の環境変
化と本格化する大学の競争の現況
について、いまさらながら私が申
し述べるまでもありません（念の
ため、大学出版部協会誌「大学出版」
最新号を通覧いただきたい。
http://www.ajup-net.com/）。　 

私どもは単一の大学に限定すること
なく、偶々、大阪南部に５公立大学
のユニットが存在することから、奇
しくも今ミレニアムの初めに、教授
有志が学会方式の任意団体として
OMUPを設立しました。幸い、発足以
来すでに１００名を超える教授集団
の創設基金をお預かりして、運営に
当って、すでに丸２年になろうとし
ています。出版活動は当初の目標か
らすると決して満足すべきものとは
言えないかもしれない。しかし、こ
こに来て、ようやく上昇機運が根付
いて来つつあるといって良いのであ
ります。知的創造の活動として、地
道に、かつ堅実に展開することこそ、
昨今の大学を取り巻く環境に自己主
張をすることだからです。
　研究成果を発表する雑誌の定期的
刊行をすすめ、研究成果を教育活動
に活用すべく教科書、あるいは副読
本を取りまとめる教授もひとりふた
りではありません。また一般啓蒙書
とも言える本も、単行、シリーズ本
も軌道に乗りつつあると言ってよい
でしょう。そこで今年を我がOMUPの
一段と飛躍する年にしようではあり
ませんか。時あたかも学術出版の議
論が国際的にも注目を集めつつある
昨今、OMUPに「元気」を託し、堅実
でしかも未来展望のできる環境を創
成しようではありませんか。

■ OMUPｅ-mailアドレス：omup@plant.osakafu-u.ac.jp　■TEL/FAX 072-254-9408 (足立)　■URL　http://cygnus.jimbun.osaka-wu.ac.jp/~OMUP

ことしこそOMUP飛躍の年に

－新年に想う－

大阪公立大学共同出版会
常務理事　足立　泰二

第
３
回
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
サ
ロ
ン
開
催
さ
れ
る

　
第
３
回
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
サ
ロ
ン
は
、
秋
色
濃
く
な

っ
た
平
成
14
年
10
月
18
日
（
金
）
、
地
下
鉄

中
百
舌
鳥
駅
か
ら
至
近
の
「
焼
き
鳥
レ
ス
ト
ラ

ン
ろ
っ
そ
」
で
午
後
６
時
か
ら
開
催
さ
れ
た
。

　
今
回
は
「
農
学
生
命
科
学
へ
の
い
ざ
な
い
」

本
の
著
者
10

人
の
先
生
方
を
囲
ん
で
行
わ
れ

た
が
、
原
稿
作
成
の
裏
話
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
中

心
に
自
由
に
語
っ
て
い
た
だ
く
趣
向
は
サ
ロ
ン

な
ら
で
は
の
も
の
。
幸
い
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
多
忙

な
身
で
あ
り
な
が
ら
、
５
人
の
先
生
に
ご
出
席

い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
あ
る
お
話
を
ご
披

露
い
た
だ
い
た
。

　
冒
頭
、
「
農
学
生
命
科
学
へ
の
い
ざ
な
い
」

の
販
売
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。
大
阪
府
大
生
協

書
籍
部
で
も
何
ヶ
月
か
の
間
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
、

ト
ッ
プ
５
に
入
る
売
れ
行
き
で
あ
っ
た
こ
と
、

府
立
大
学
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
デ
ス
ク

を
設
け
、「
い
ざ
な
い
本
」
を
置
い
た
と
こ
ろ
、

父
兄
、
受
験
生
の
他
、
府
大
出
身
の
受
験
生

の
お
祖
父
さ
ん
が
デ
ス
ク
に
立
ち
寄
り
、
他

の
出
版
物
の
購
入
も
い
た
だ
い
た
り
し
た
こ
と
、

な
ど
。
な
お
一
層
の
販
売
戦
略
を
た
て
る
こ

と
の
必
要
性
も
指
摘
さ
れ
た
。

　
さ
て
、
サ
ロ
ン
で
は
、
出
席
著
者
の
堀
内

昭
作
、
馬
場
栄
一
郎
、
児
玉
洋
、
清
田
信
、

林
英
雄
先
生
の
順
に
お
話
を
ご
披
露
い
た
だ

い
た
。
大
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

堀
内
：
始
め
何
を
書
こ
う
か
と
思
案
し
た
が
、

高
校
生
か
ら
大
学
生
を
念
頭
に
置
き
、
語
り
か

け
る
口
調
で
書
く
こ
と
に
し
た
。
内
容
と
し
て

は
、
果
樹
園
芸
学
を
専
門
に
し
て
い
る
の
で
、

大
阪
の
果
樹
で
も
あ
り
、
研
究
室
の
継
承
と
し

て
も
「
ブ
ド
ウ
」
学
が
面
白
い
こ
と
を
紹
介
し

た
か
っ
た
。
な
に
が
し
か
の
学
術
的
雰
囲
気
が

伝
わ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
（
Ｈ
ｏ
ｐ
ｅ
君
へ
の
語

り
口
は
農
学
者
と
言
う
よ
り
は
、
文
学
青
年
を

彷
彿
と
さ
せ
る
、
格
好
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
の
評

判
。
た
め
に
割
り
当
て
の
ペ
ー
ジ
を
超
過
し
た

達
筆
ぶ
り
。）

馬
場
：
趣
味
は
多
い
方
だ
と
任
じ
て
は
い
る
が
、

と
く
に
若
い
皆
さ
ん
に
は
、
私
が
若
い
と
き
に

受
け
た
教
育
が
自
分
の
人
間
形
成
に
関
与
し
た

と
思
う
点
に
つ
い
て
語
っ
た
つ
も
り
だ
。
（
馬

場
先
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
大
変
ユ
ニ
ー
ク
で
味

が
あ
る
と
の
書
評
も
あ
っ
た
ほ
ど
で
、
ひ
と
し

き
り
熱
心
な
応
答
が
交
わ
さ
れ
た
。
と
く
に
、

古
井
戸
の
カ
エ
ル
な
ど
、
哲
学
的
・
禅
問
答
的

と
の
声
あ
り
。）

児
玉
：
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
、
テ
ー
プ
起
こ

し
を
し
た
原
稿
を
見
た
感
想
と
し
て
、
Ｏ
Ｍ
Ｕ

Ｐ
の
編
集
の
能
力
を
評
価
し
た
い
。
獣
医
学
を

専
門
と
す
る
者
と
し
て
、
新
入
生
な
ど
に
基
本

的
な
考
え
方
、
進
め
方
に
照
準
を
合
わ
せ
た
つ

も
り
だ
。
学
術
論
文
と
は
ひ
と
味
違
う
も
の
を

感
じ
た
。
（
先
生
の
個
性
を
遺
憾
な
く
発
揮
し

て
い
た
だ
き
、
啓
蒙
的
と
好
評
で
し
た
。）

清
田
：
時
間
が
十
分
な
か
っ
た
の
で
、
い
ろ
い

ろ
な
思
い
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
自
分
の

分
野
で
取
り
扱
っ
て
き
た
こ
と
を
、
植
物
の
餌

と
し
て
の
二
酸
化
炭
素
の
環
境
を
調
節
す
る
視

点
か
ら
、
組
織
培
養
か
ら
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ま
で
、
と
し
て
語
っ
て
み
た
。
（
清
田
先
生
の

堅
実
で
真
摯
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
い
ざ
な
い
大

取
り
に
ふ
さ
わ
し
く
好
評
で
し
た
。）

林
：
楽
し
く
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
に
努
め
よ
う

と
し
た
。
こ
の
種
の
本
と
し
て
は
個
性
を
発
揮

し
た
方
が
よ
い
と
思
い
、
全
体
と
し
て
先
輩
や

後
輩
を
実
名
で
挙
げ
た
り
し
た
。
多
少
差
し
障

り
を
気
に
し
な
が
ら
。
（
実
験
室
の
様
子
や
先

生
の
研
究
方
針
な
ど
、
手
に
取
る
よ
う
な
描
写

で
と
て
も
好
評
で
し
た
。）

　
サ
ロ
ン
に
ご
参
加
の
先
生
方
は
、
前
回
の

第
２
回
に
比
較
す
る
と
少
な
か
っ
た
が
、
和

気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
焼
き
鳥
を
ほ

お
ば
り
な
が
ら
、
あ
る
い
は
鶏
鍋
を
つ
つ
き

な
が
ら
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
ユ
ニ
ヴ
ァ
・
シ
リ
ー
ズ
第

１
号
本
の
誕
生
を
祝
う
サ
ロ
ン
で
あ
っ
た
。

分
野
を
異
に
す
る
仲
間
た
ち
が
腹
蔵
な
く
語

り
合
え
る
喜
び
も
満
喫
し
た
。
そ
し
て
、
現

在
計
画
中
の
各
分
野
シ
リ
ー
ズ
の
多
く
が
発

刊
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
更
け
ゆ
く
秋

の
夜
、
家
路
へ
と
急
い
だ
。（
足
立
）

　
だ
い
ぶ
以
前
か
ら
、
出
版
業
界
は
東
京
一

極
集
中
の
状
況
で
あ
る
。
し
か
し
、
か
つ
て

大
阪
が
、
日
本
の
出
版
業
界
の
中
心
地
と
し

て
活
況
を
呈
し
た
時
代
が
あ
っ
た
。
井
原
西

鶴
が
『
好
色
一
代
男
』
を
草
し
た
元
禄
か
ら

宝
永
年
間
、
秋
田
屋
市
兵
衛
や
池
田
三
良
右

衛
門
な
ど
の
多
数
の
書
肆
が
出
版
を
競
い
合

っ
た
時
代
と
、
そ
の
後
に
く
る
「
懐
徳
堂
」

の
設
立
に
よ
り
町
人
文
化
の
気
質
が
向
上
し
て
、

中
国
白
話
小
説
が
流
行
し
た
宝
暦
・
明
和
年

間
で
あ
る
。
こ
の
懐
徳
堂
は
、
ま
さ
に
大
阪

の
町
人
が
作
り
上
げ
た
学
校
で
あ
り
、
今
日

の
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
に
属
す
る
各
大
学
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
な
ぜ
か
、
国
立
大
学

で
あ
る
大
阪
大
学
の
学
校
案
内
を
開
く
と
、

あ
た
か
も
懐
徳
堂
の
精
神
を
受
け
継
い
で
い

る
の
は
そ
ち
ら
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

な
ら
ば
、
21

世
紀
の
新
た
な
時
代
に
、
新
た

な
市
民
文
化
を
こ
の
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
か
ら
起
こ
そ

う
で
は
な
い
か
と
思
う
。
地
元
大
阪
の
市
民

を
動
か
せ
る
ほ
ど
の
新
た
な
文
化
の
創
造
は
、

各
先
生
方
の
叡
智
を
集
め
れ
ば
難
し
い
こ
と

で
は
な
い
と
私
は
思
っ
て
い
る
。
各
分
野
の

枠
組
み
を
越
え
た
文
化
創
造
の
提
案
を
、
も

っ
と
自
由
に
出
し
合
え
る
雰
囲
気
と
、
そ
の

実
践
の
た
め
の
活
動
力
を
Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｐ
に
は
期

待
す
る
。
…
…
ま
も
な
く
、
東
大
阪
か
ら
宇

宙
ロ
ケ
ッ
ト
が
飛
び
立
つ
そ
う
だ
。
疑
う
人

も
多
い
報
道
だ
が
、
そ
の
行
動
力
に
は
負
け

て
は
い
ら
れ
な
い
。（
編
集
長
　
金
井
）

◆

『
植
物
と
微
気
象
―
群
落
大
気
の
乱
れ
と
フ

ラ
ッ
ク
ス
―
』
文
字
信
貴
（
大
阪
府
立
大
学
大

学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
）
。
B5
版
、
本
文

148
頁
、
上
製
本
。
本
体
価
格
２
，
０
０
０
円
。

　
陸
上
生
態
系
と
大
気
と
の
か
か
わ
り
に
つ

い
て
、
乱
流
や
微
気
象
に
関
す
る
テ
キ
ス
ト

は
多
く
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
植
物
と
大

気
の
間
の
熱
あ
る
い
は
物
質
交
換
を
、
大
気

乱
流
の
面
か
ら
扱
っ
た
適
切
な
も
の
が
あ
り

ま
せ
ん
。
今
回
の
出
版
は
、
そ
の
分
野
に
お

け
る
基
礎
か
ら
測
定
ま
で
を
含
ん
だ
解
説
書

で
す
。
１
月
末
発
行
。
お
楽
し
み
に
。

　
３
月
に
は
清
田
信
先
生
の
『
農
学
か
ら
の

地
域
環
境
づ
く
り
30
話
』
、
笹
山
忠
則
先
生
の

『
公
立
諸
大
学
の
情
報
機
能
』
の
２
冊
の
新
刊

が
発
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
ち
ら
も
楽
し

み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

広
告

〒590-0035堺市大仙町2-1大阪女子大学内  電話＆FAX072-222-8244　
e-mail：orange@w-works.jp http://www.w-works.jp

お蔭様で、W.WORKSは、昨
年11月に１周年を迎えるこ
とができました。これまで
以上に、皆様のご期待に添
えるよう、全力を尽くす所
存でございます。今後とも
ご支援ご鞭撻を賜りますよ

う、お願い申し上げます。
有限会社ダブル･ワークス代表取締役

難波美都里

らく
らく会費システム

もう研究のジャマは
さ
せ
ま
せ
ん
！

驚愕の会費回収率！【業務内容】
 ・大学業務受託

 ・学会運営事務代行

 ・調査研究・企画

   等の受託

 ・ホームページ、ポス

     ター、パンフ等作成

■働く女性支援ネット

　ワークの構築とインキュベーション･オフィス

　明けましておめでとうございます。
「有限会社ダブル･ワークス」

　平素は、格別のお引き立てを賜りありがとうございます。


